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A. 研究目的 

長期フォローアップの対象を JCCG固形観

察研究登録患者として全国規模に拡大し、

長期フォローアップ関連の研究を実施す

る。 

B. 研究方法 

JCCG 長期フォローアップ委員会や各種の

疾患委員会との連携協議を行う。 

C. 研究結果 

D. 考察 

E. 結論 

JCCG長期フォローアップ委員会及び固形

腫瘍分科会との会議、情報共有を行っ

た。また、小児がん経験者（CCS）の問

題点の把握や改善のための計画を検討し

た。 

F. 健康危険情報 

（分担研究報告書には記入せずに、総

括研究報告書にまとめて記入） 

G. 研究発表 
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研究要旨 

長期フォローアップの対象を JCCG固形観察研究登録患者として全国規模に

拡大し、長期フォローアップ関連の研究を実施するために JCCG 長期フォロー
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肝芽腫における FOXM1および CHD4発

現解析と化学療法抵抗性との関連 

第 112 回日本病理学会総会, 令和 5

年 4月 13～15日、山口 
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なし 
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なし                      

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他 

なし
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